
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和６（２０２４）年５月２日 

バルセロナ日本人学校 学校だより 

「バルセロナ」第３９５号 

HP https://www.colegiojaponesbcn.org/ 

 

 ４月２６日（金）の授業参観および学年懇談会

には、たくさんの方にご来校頂き、大変にありが

とうございました。 

授業の雰囲気や担任をはじめ、 

教職員の様子についても、見て 

頂けたと思います。 

 あらためて、バルセロナ日本人 

学校の子たちのため教職員一同、努力してまいり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

■「もう一息賞」～始業式での挨拶から～ 

 小中学部の１年生がいない始業式での話です。

以下抜粋して掲載いたします。 
 

「皆さんは『りぼん』という漫画雑誌を知っていますか。

その雑誌では、漫画家になりたい人が賞に入ることを目指

して、毎年たくさん応募されます。ある漫画家さんも、そ

こに何度も作品を書いて出しましたが、ある日、とうとう

賞に入ることができました。それは一番の賞ではなく、「も

う一息賞」という賞でした。その名の通り「さらに上の賞

までもう一息だから、がんばれ」という賞です。 

 その漫画家さんは、一等賞ではなく、その「もう一息賞」

をもらえたから、すべての迷いがなくなり、漫画家として

努力することができた、と言っていました。 

 この漫画家さんは、「さくらももこ」さんという人です。 

 勉強や運動、コンクールなどで、一番になれないかもし

れません。でも「あと一息」と思って頑張ることができれ

ば、必ず成長します。みなさんは、「もう一息！」と思って

頑張る１年間にしてください。運動会も、学習発表会も、

EU カップも、苦手なことだったとしても「もう一息」頑

張れる人は、必ず成長します。 

 今年は、バルセロナ日本人学校が３９歳になる年です。 

 バルセロナ日本人学校４０周年まで、「もう一息」です。 

みんなで、バルセロナ日本人学校の新しい歴史を作ってい

きましょうね。」 

 

…４月になり２週間ほど過ごした子どもたちの様

子は、嬉々としています。もう一息！と頑張る子

たちの姿も、随所にみられる毎日です！ 

■運動会「エキーポ・アヴァンサ」について 

 これまで、運動会の冒頭では、鼓笛隊「エキー

ポ・アヴァンサ」を披露してきました。 

昨今は、中学部生徒の減少により小学部高学年

まで編成対象を広げて何とか維持してきました。

しかしながら、中学部生徒数の大幅な増加がみら

れず、職員数もそれに伴い減少していること、ま

た、指導時数との関係などから、運動会での演目

からは今後除くことといたしました。 

「運動会実行委員」「応援合戦企画運営」「委員

会担当業務」など、高学年以上の児童生徒にかか

る負担は大きく、過去同様の役割を、限られた人

数の高学年以上の児童生徒に割り当てることは避

ける必要がある、と判断いたしました。 

一方で、子どもたちは本来集中すべき運動会競

技練習や準備、ほっと一息図書室でくつろぐ時間

などに有意義に費やすことができています。 

今いる子たち、今のバル日にとっての最善を模

索した結論ですので、ご理解を賜るとともに、様々

な役割を抱えて運動会を支える子どもたちに、ご

声援を賜りたく、よろしくお願いいたします。 

============================================ 

 

 

 

 
 
------------------------------------------------------------------ 
▼「UNSUNG HERO」という言葉が私は好きです。▼校内であ
る子から画鋲を手渡されました。「床に落ちていました。危
ないから拾ったんだけど…」。ある朝のスクールバス到着
時、小学部の子が幼稚部の子に「えらいね～」と声をかけ
ていました。他者を思う真心があるからこその行動や言葉
だと、改めて感じた一コマです。▼内田樹さんという方が、
こんな例え話を紹介しています。“村人が道を歩いている
と、堤防に小さな穴を見つけた。何げなく小石を詰めてふ
さいだ。それは大雨が降った時、堤防を決壊させかねない
穴だった。村人のおかげで、村は洪水を免れた▼災害は起
きなかったので、誰も村人の功績を知らない。村人自身も、
穴をふさいだことで“村を救った”とは思っていない。こ
のように顕彰されることのない人を「アンサング・ヒーロ
ー」（歌われざる英雄）という“と。▼称賛の有無や損得で
はなく、自他を大切に思う心の持ち主・真のアンサング・
ヒーローが、バル日にたくさんいる事が学校の誇りです。 

新年度スタートの挨拶と運動会について 
校長 永 井   修 

今年の抱負を述べた代表児童 

（4/22 給食初日の様子から） 

https://www.colegiojaponesbcn.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

日本航空 様より 
宇宙飛行士若田光一さんの直筆サインをいただきました。 
 

２月２５日に日本航空様より提供していただいたオンライン講演会「JAL 地球人講座 in

ヨーロッパ」に本校からも児童生徒が参加いたしました。今回、講師である宇宙飛行士の若

田光一様が本校あてに直筆のサインを書いてくださったということで、日本航空 田中隆久

様より贈呈いただきました。深く御礼申し上げます。 

これから夢や目標をもって進んでいくバルセロナ日本人学校の子どもたちの大きな励み

になると思います。職員室前に掲示しておりますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

令和６年度 バルセロナ日本人学校教職員 
 

 

 

 

２列目左より 

事務長 三好 彩子（事務局） 

幼稚部 藤井あさひ（体育・幼稚部） 

小学部 中川 直美（英語・算数等） 

中学部 梶原 啓子（国語等） 

中２・３石井 真紀（音楽・道徳等） 

幼稚部 長瀬 明徳（英語・幼稚部） 

中副担 山田 琢磨（数学・体育等） 

小３・４大久保龍彦（英語・国語等） 

小５・６大畑 貴裕（理科・国語等） 

中学部 ジュディス・ヂナレス（西語・英語等） 

１列目左より 

中 １  佐藤 龍児（理科・技術等） 

教 務  竹田 大輔（体育・算数等） 

園 長  吉田 美保（幼稚部） 

校 長  永井  修（社会・理科） 

教 頭  三杉賢太朗（社会） 

小１・２ 山田 桃子（国語・生活等） 

本年度も 

どうぞよろしくお願いします。 


